
AIRRECT Ver20.0.0 の主要な追加機能/仕様変更について 

 

本資料では、AIRRECT Ver20.0.0での主要な追加機能および仕様変更の概要を説明します。
 

その他の機能追加や仕様変更、不具合修正に関しては、リリースノートをご参照ください。  

No. 追加機能/仕様変更 

1 Wi-Fi 7（IEEE802.11be）機能に対応 

2 サポート可能なSSID数を14個に拡張 

3 SLAダッシュボード 

4 SSID設定時のパラメータカスタマイズ機能を強化 

5 アクセスポイントダッシュボードを一新 

6 Sign in with Google™ を追加 

7 最大24時間のLED点滅機能 

8 ロケーション削除ポリシーの変更 

9 CLIに特権モードを追加 

  



1. Wi-Fi 7（IEEE802.11be）機能に対応 

※本機能は、Wi-Fi 7対応アクセスポイント（AP-7410）のみで設定が適用されます。 

⚫ 320MHz Channels 

6GHz 帯のチャネル幅が、従来の最大 160MHz から 320MHz へ拡張されました。 

これにより、6GHz 帯の広帯域を最大限に活かした高速通信を実現します。 

※320MHz のチャネル幅は、6GHz 帯でのみ利用可能です。 

 

⚫ Multi-RU（Multiple Resource Units） 

従来のSingle-RUでは、送受信に1つのRU（Resource Unit）しか使用できませんでしたが、

Multi-RUでは1つの端末が複数のRUを同時に使用して通信できるため、利用可能な周波数リソ

ースをより柔軟かつ効率的に活用することができます。 

※RUとは、Wi-Fiの通信で使用する周波数帯域を小さな単位に分割したものです。 

 
 

⚫ MLO（Multi-Link Operation） 

従来のシングルリンク通信では、1つの端末は1つの周波数帯（例：2.4GHz、5GHz、6GHz）

のみを使用して通信していました。一方、MLOではマルチリンク通信が可能となり、1つの端末が複

数の周波数帯に同時接続できます。これにより、通信速度の向上や遅延の低減、信頼性の向上

が実現されます。 

 
 

  



2. サポート可能な SSID 数を 14 個に拡張 

サポートされるSSIDの最大数が、従来の「周波数ごとに最大8個」から「周波数に依存しない最大14個

」に拡張されました。これにより、干渉に強い6GHz／5GHz帯のSSIDを最大14個まで使用できるように

なります。 

 
 

 

3. SLA ダッシュボード 

ダッシュボードに、ロケーション（拠点）ごとのサービスレベル（接続・パフォーマンス・アプリケーションエクス

ペリエンス・インフラストラクチャ・WIPS）を一元的に確認できるセクションが追加されました。サービスレベ

ルは色分けで表示されるため、レベルの低いロケーション（拠点）を即座に把握できます。 
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4. SSID 設定時のカスタマイズ機能を強化 

SSID設定時のカスタマイズ機能（アクセスポイントの所属ロケーションに応じて別々のパラメータを設定

可能な機能）において、カスタマイズ可能なパラメータとして新たに「PSKパスフレーズ」と「ロールプロファイ

ル」が追加されました。 

1つのSSIDプロファイルであっても、アクセスポイントが所属するロケーション（拠点）に応じて、接続時に

使用されるPSKパスフレーズや、ユーザーに適用されるロールプロファイルが自動的に適用されます。 

 
 

 

5. アクセスポイントダッシュボードを一新 

新しいアクセスポイントダッシュボードでは、通信量、通信パフォーマンス、RF状況、イベントログなど、従

来よりも多くの情報を一つのダッシュボードで提供します。より詳細で一元的な可視化により、トラブルシ

ューティングをはじめとした運用効率の向上に大きく貢献します。 

 
 



6. Sign in with Google™ を追加 

キャプティブポータルのプラグインに「Sign in with Google™」が追加されました。 

ゲストユーザーは自身のGoogleアカウントを利用して認証を行い、ゲストネットワークへアクセスすることが

できます。 

※本機能の利用には、Google Cloud側でのAPI設定が必要です。 

 

 

 

7. 最大 24 時間の LED 点滅機能 

アクセスポイントのLED点滅機能の最長時間が、従来の30分から24時間に変更されました。 

 

 

  



8. ロケーション削除ポリシーの変更 

アクセスポイントが所属しているロケーションを誤って削除することを防ぐため、アクセスポイントが所属してい

るロケーションは削除できない仕様に変更されました。 

 

 

 

 

 

 

 

9. CLI に特権モードを追加 

CLIに特権モードが追加され、一部のコマンドは特権モードでのみ実行可能となりました。 

詳細はCLIリファレンスをご参照ください。 

https://panasonic.co.jp/ew/pewnw/ns/mno/pdf/pn9156x_exp_cli.pdf

